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Fos 蛋白を神経活性化の指標とし、 2G の過重力負荷が肩桃体に及ぼす影響について正常ラットコントロール群、両
側内耳破壊 (BL) 群、鼓索神経切断 (Sham-ope) 群に対して過重力負荷を行った場合と、過重力負荷装置から発生
する音刺激のみ与えた群 (Noise) について検討した。また、正常ラットに過重力を 3 時間 (3h2G) 、 24 時間 (24h2G) 、
3 日間 (3d2G) 、 1 週間 (lw2G) 、 2 週間 (2w2G) 負荷した群、 2 週間過重力負荷後 3 時間通常重力に暴露させ
た (2w2G-3hlG) 群に分けて検討した。







による中心核での Fos 蛋自発現は動揺病に特異的に誘導されたと考えられる。 BL 群では同時に鼓索神経障害による
味覚異常が肩桃体 Fos 蛋白発現を誘導した可能性もあるが、鼓索神経のみを切断した Sham-ope 群でも過重力負荷に
より扇桃体の神経活性化が誘発されることより、この現象は前庭特異的であると結論できる。
また、過重力負荷が長期に及ぶと前庭神経核、肩桃体中心核共に Fos 陽性細胞数は減少するが、扇桃体中心核にお
ける減少の方がより早い (3dvs lw) 。つまり、過重力負荷による前庭刺激は続いているにも関わらず、扇桃体には
時間と共に慣れの現象が起こることが確認された。

















核 Fos 陽性細胞が減少し、慣れの現象がそれぞれ独立して起きていることが示唆された。また、 2G 環境に 2 週間慣
らした後に lG 環境に 3 時間戻した重力減少群では、 Fos 陽性細胞の増加傾向を認め、過重力環境に慣れた動物には
減重力も刺激となることがわかった。以上より、肩桃体が前庭刺激で活性化され動揺病発症に関与することが示され、
この研究は学位の授与に値すると考えられる。
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